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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和3年1月21日(2021.1.21)

【公表番号】特表2020-535167(P2020-535167A)
【公表日】令和2年12月3日(2020.12.3)
【年通号数】公開・登録公報2020-049
【出願番号】特願2020-517489(P2020-517489)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｋ  16/26     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/13     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｋ   16/26     ＺＮＡ　
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｎ
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｄ
   Ａ６１Ｐ   25/04     　　　　
   Ａ６１Ｐ   25/06     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １１１　
   Ｃ１２Ｎ   15/13     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年3月26日(2020.3.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　重鎖可変領域（ＨＣＶＲ）および軽鎖可変領域（ＬＣＶＲ）を含むヒト下垂体アデニル
酸シクラーゼ活性化ペプチドに結合する抗体であって、前記ＨＣＶＲが、相補性決定領域
（ＣＤＲ）ＨＣＤＲ１、ＨＣＤＲ２、およびＨＣＤＲ３を含み、前記ＬＣＶＲが、ＣＤＲ
　ＬＣＤＲ１、ＬＣＤＲ２、およびＬＣＤＲ３を含み、ＨＣＤＲ１のアミノ酸配列が、配
列番号３であり、ＨＣＤＲ２のアミノ酸配列が、配列番号４であり、ＨＣＤＲ３のアミノ
酸配列が、配列番号５であり、ＬＣＤＲ１のアミノ酸配列が、配列番号６であり、ＬＣＤ
Ｒ２のアミノ酸配列が、配列番号７であり、ＬＣＤＲ３のアミノ酸配列が、配列番号８で
ある、抗体。
【請求項２】
　ＨＣＤＲ２が、残基１３にアスパラギン酸を含み、ＨＣＤＲ３が、残基８にアスパラギ
ンを含み、ＬＣＤＲ１が、残基７にセリンを含み、ＬＣＤＲ２が、残基７にロイシンを含
む、請求項１に記載の抗体。
【請求項３】
　ＨＣＤＲ２が、残基１３にアラニンを含み、ＨＣＤＲ３が、残基８にスレオニンを含み
、ＬＣＤＲ１が、残基７にトリプトファンを含み、ＬＣＤＲ２が、残基７にフェニルアラ
ニンを含む、請求項１に記載の抗体。
【請求項４】
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　ＨＣＤＲ２が、残基１３にグルタミン酸を含み、ＨＣＤＲ３が、残基８にスレオニンを
含み、ＬＣＤＲ１が、残基７にトリプトファンを含み、ＬＣＤＲ２が、残基７にフェニル
アラニンを含む、請求項１に記載の抗体。
【請求項５】
　ＨＣＤＲ２が、残基１３にグルタミンを含み、ＨＣＤＲ３が、残基８にスレオニンを含
み、ＬＣＤＲ１が、残基７にトリプトファンを含み、ＬＣＤＲ２が、残基７にフェニルア
ラニンを含む、請求項１に記載の抗体。
【請求項６】
　重鎖可変領域（ＨＣＶＲ）および軽鎖可変領域（ＬＣＶＲ）を含み、前記ＨＣＶＲのア
ミノ酸配列が、配列番号９であり、前記ＬＣＶＲのアミノ酸配列が、配列番号１０である
、請求項１に記載の抗体。
【請求項７】
　ＨＣＶＲが、残基６２にアスパラギン酸、および残基１０４にアスパラギンを含み、Ｌ
ＣＶＲが、残基３０にセリン、および残基５５にロイシンを含む、請求項６に記載の抗体
。
【請求項８】
　ＨＣＶＲが、残基６２にアラニン、および残基１０４にスレオニンを含み、ＬＣＶＲが
、残基３０にトリプトファン、および残基５５にフェニルアラニンを含む、請求項６に記
載の抗体。
【請求項９】
　ＨＣＶＲが、残基６２にグルタミン酸、および残基１０４にスレオニンを含み、ＬＣＶ
Ｒが、残基３０にトリプトファン、および残基５５にフェニルアラニンを含む、請求項６
に記載の抗体。
【請求項１０】
　ＨＣＶＲが、残基６２にグルタミン、および残基１０４にスレオニンを含み、ＬＣＶＲ
が、残基３０にトリプトファン、および残基５５にフェニルアラニンを含む、請求項６に
記載の抗体。
【請求項１１】
　重鎖（ＨＣ）および軽鎖（ＬＣ）を含むヒト下垂体アデニル酸シクラーゼ活性化ペプチ
ドに結合する抗体であって、前記ＨＣのアミノ酸配列が、配列番号１であり、前記ＬＣの
アミノ酸配列が、配列番号２である、抗体。
【請求項１２】
　ＨＣが、残基６２にアスパラギン酸、残基１０４にアスパラギン、残基２３１にプロリ
ン、残基２３７にアラニン、および残基２３８にアラニンを含み、ＬＣが、残基３０にセ
リン、および残基５５にロイシンを含む、請求項１１に記載の抗体。
【請求項１３】
　ＨＣが、残基６２にアラニン、残基１０４にスレオニン、残基２３１にプロリン、残基
２３７にアラニン、および残基２３８にアラニンを含み、ＬＣが、残基３０にトリプトフ
ァン、および残基５５にフェニルアラニンを含む、請求項１１に記載の抗体。
【請求項１４】
　ＨＣが、残基６２にグルタミン酸、残基１０４にスレオニン、残基２３１にプロリン、
残基２３７にアラニン、および残基２３８にアラニンを含み、ＬＣが、残基３０にトリプ
トファン、および残基５５にフェニルアラニンを含む、請求項１１に記載の抗体。
【請求項１５】
　ＨＣが、残基６２にグルタミン、残基１０４にスレオニン、残基２３１にプロリン、残
基２３７にアラニン、および残基２３８にアラニンを含み、ＬＣが、残基３０にトリプト
ファン、および残基５５にフェニルアラニンを含む、請求項１１に記載の抗体。
【請求項１６】
　請求項１～１５のいずれか１項に記載の抗体を含む、原発性頭痛、二次性頭痛、および
片頭痛のうちの１つの治療剤。
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【請求項１７】
　請求項１～１５のいずれか１項に記載の抗体を含む、三叉神経・自律神経性頭痛の治療
剤。
【請求項１８】
　前記三叉神経・自律神経性頭痛が、反復性群発頭痛、慢性群発頭痛、発作性片側頭痛、
および片側神経痛様頭痛発作のうちの１つである、請求項１７に記載の治療剤。
【請求項１９】
　原発性頭痛、二次性頭痛、および片頭痛のうちの１つの治療のための薬物の製造に使用
するための、請求項１～１５のいずれか１項に記載の抗体。
【請求項２０】
　三叉神経・自律神経性頭痛の治療のための薬物の製造に使用するための、請求項１～１
５のいずれか１項に記載の抗体。
【請求項２１】
　前記三叉神経・自律神経性頭痛が、反復性群発頭痛、慢性群発頭痛、発作性片側頭痛、
および片側神経痛様頭痛発作のうちの１つである、請求項２０に記載の抗体。
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